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KAlSiO4-MgAl2O4 系の高圧相転移

High temperture phase transition in the system KAlSiO4-MgAl2O4
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　海洋プレートの上部を構成している海洋底玄武岩は平均的なマントル岩石に比べてアルミニウム成分に富ん
でおり、高温高圧下ではアルミニウムに富む相を形成する。また、いくつかのアルミニウムに富む相はアルカリ元
素を含むと考えられており、下部マントルの中でのアルカリ元素の振る舞いに関連している。これまで、Ａｋａｏ
ｇｉ　ｅｔ　ａｌ．（１９９９）により、ＣａＡｌ２Ｏ４－ＭｇＡｌ２Ｏ４は１：２で、ＮａＡｌＳｉＯ４－Ｍｇ
Ａｌ２Ｏ４は１：１で、Ｈｅｘａｇｏｎａｌ　ｐｈａｓｅ（Ｈｐ）を形成することが確認されている。また、Ｍｉ
ｙａｊｉｍａ　ｅｔ　ａｌ．（２００１）により、Ｈｐは下部マントルにおけるアルカリ元素を含んだアルミニウ
ムに富む相の候補であると考えられている。本実験ではＮａをＫに置き換えた、ＫＡｌＳｉＯ４－ＭｇＡｌ２Ｏ４
系における高温高圧実験を行いＨｐの安定領域の決定をすることにより地球深部でのアルカリ金属を含む相の挙
動の理解を深めることを目的としている。
　高温高圧実験には学習院大学にある６－８型マルチアンビル装置を使用した。二段目アンビルには焼結ＷＣ

（先端２．５ｍｍ）を用い、ヒーターには円筒状にしたＲｅ箔、熱電対にはＷ３％Ｒｅ－Ｗ２５％Ｒｅを用いて実
験を行った。圧力範囲は１５～２３ＧＰａ、温度範囲は１２００～１５００℃、保持時間は１～４時間で行った。
クエンチ法により回収した試料は学習院大学あるＸ線回折装置を用い、粉末Ｘ線回折法及び微小領域Ｘ線回折法を
使用し、相の同定を行った。
出発物質に用いたＫＡｌＳｉＯ４はＫ２ＣＯ３、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２１１ｗｔ％Ｈ２Ｏモル比１：１：２の

混合物を１０５０℃、２４時間加熱し合成した。ＭｇＡｌ２Ｏ４はＭｇＯ、Ａｌ２Ｏ３モル比１：１を１５００℃
で２４時間加熱した物を使用した。このＫＡｌＳｉＯ４とＭｇＡｌ２Ｏ４をモル比１：２、１：１、１：３に混合
し出発物質とした。また、反応性を高めるために、ゾル－ゲル法を用いて、ＫＡｌＳｉＯ４はＫ２ＣＯ３、Ａｌ（Ｎ
Ｏ３）２・９Ｈ２Ｏ、（Ｃ２Ｈ５Ｏ）４Ｓｉモル比１：２：２、ＫＭｇ２Ａｌ５ＳｉＯ１２はＫ２ＣＯ３、ＭｇＯ、
Ａｌ（ＮＯ３）２・９Ｈ２Ｏ、（Ｃ２Ｈ５Ｏ）４Ｓｉモル比１：４：１０：２の混合物を水溶液中に溶かし、アン
モニアを加えてゲル化させ、乾燥させた後に７００℃で加熱し合成したものを新たな出発物質として用いることに
した。
　高温高圧実験の結果、ＫＡｌＳｉＯ４の端成分では、ｈｏｌｌａｎｄｉｔｅ相と未知の相Ｘになった。ｈｏ

ｌ相の安定領域とＸの組成については現在検討中である。ＫＡｌＳｉＯ４：ＭｇＡｌ２Ｏ４＝１：２の組成では１
５００℃、１７．５ＧＰａ～２３ＧＰａでＨｐが形成した。１７．５ＧＰａ以下ではｓｐｉｎｅｌ相とｃｏｒｕｎ
ｄｕｍと未知の相Ｙになった。また、２０ＧＰａ、１５００℃で、ＫＡｌＳｉＯ４：ＭｇＡｌ２Ｏ４＝１：１とＫ
ＡｌＳｉＯ４：ＭｇＡｌ２Ｏ４　＝１：３の組成でもＨｐ相が形成されたが、単相ではなかったため、Ｈｐ相の組
成範囲は狭いと予想される。


